
 
 

令和２年９月定例会 一般質問通告要旨 
 
順番 １１ 

質 問 議 員 名 石山 洋子 

質 問 項 目 質    問    要    旨 要求答弁者

１ 「令和２年７月

豪雨」当市の被害

状況と検証、今後

の防災減災につ

いて 

九州などの各地に甚大な被害をもたらした「令和 2 年 7 月豪雨」

は、近年多発する記録的大雨が要因とされ「線状降水帯」を予報する

ことが困難であるとされています。当市においても、道路の浸水や家

屋の床下浸水を始め、農業用水での土砂崩れ等、市内のいたるところ

で被害が発生し、避難情報警戒レベル 4 避難勧告が発令された地域

もありました。しかしながら、受け止め方は千差万別であり、改めて

防災に関する知識の普及と地域防災のありかた等、認識させられまし

た。 

 

（１） 「令和 2 年 7 月豪雨」の当市における被害状況と検証、今

後の課題について市長の見解を伺います。 

 

（２） 大切な命を守るため、マイタイムラインの作成推進と地区 

防災計画の推進について 

 

（３） 新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた防災訓練のあり 

かたと分散避難の取り組み状況について 

 

（４） 当市における防災ラジオの普及状況と無償配布の現状、今 

後の普及推進と購入時の助成金の考えについて 
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